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「助産婦はいずれも神を畏れていたので、エ

ジプ ト王が命 じたとお りにはせず、男の子も

生かしておいた。」

(出エジプ ト記 1章 17節 )

皆 さんはエジプ トとい う国を知つています

か。エジプ トにはナイルリ||と い うとても大き

な川が流れていて、上流か ら砂漠に土を運ん

でくるので、畑づ くりが盛んで大きな強い国

にな りました。でも昔、そこにはたくさんの

ヘブライ人の奴隷が毎 日毎 日つ らい仕事をし

ていたのです。
ヘブライ人 とい うのはイスラエル人のこと

です。今から 3200年ほど前、ヘブライ人はエ

ジプ トに住んでいま したが、エジプ トの王様

は、この連中が増えて行った らあぶない、こ

の国を乗つ取 られるかもしれない と心配 しま

した。そこでヘブライ人を奴隷にして、毎 日

毎 日つ らい仕事をさせたら、みんなくたびれ

はてて、だんだん死んで行 くだろうと考えた

のです。でも、ヘブライ人は逆にどんどん増

えて行きました。そこで王様はシフラさんと

プアさんとい う二人の助産婦を呼んで言いま

した。「お前たちがヘブライ人の女のお産を助

ける時、生まれてきた赤ちゃんが女の子だつ

たら生かしておけ。でも男の子だつたら殺 し

てしまえ」。

シフラさんもプアさんもあま りのことに驚

いて、顔か ら血の気が引く思いで した。その

時は 「王様、おっしゃる通 りにいたします」

と言つて帰つたのですが、さて、いったいど

うしたら良いのでしょう。

王様の言 うことを聞いて赤ちゃんを殺すな

んて とても出来ません。でも王様の言いつけ

に背いたら殺 されて しま うで しょう。二人 と

も王様がこわかつた、 じゃあ男の子を殺 して

しまお うか、でもそれはどうしてもできませ

ん。そこで、男の赤ちゃんも、みんな生か し

ておいたのです。

その うち、男の子 もどん どん生れているこ

とが王様の耳に入つて、シフラさんとプアさ
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んはもう一度王様に呼び出されました。
「お前たちはわ しの命令がきけないのか。

なんで男の子を殺 さないのだ」。王様に怒 られ

てふるえながら二人は答えました。「ヘブライ

人の女はとっても丈夫で、私たちが行 くまえ

に子供を産んでしま うのです」。王様は 「勝手

にしろ」 と言 うしかありませんでした。

こうしてヘブライ人の男の赤ちゃんの命は

守 られましたが、シフラさんもプアさんも、

なぜ王様の言いつけにそむ くことが出来たの

でしょう。そこでもう一度聖書を見ましょう。
「助産婦はいずれ も神を畏れていた」 と書い

てありますね。

シフラさんもプアさんも神様を恐れました。

日に見えない神様を畏れました。 もちろん二

人にとつて王様がこわくなかつたはずはあ り

ません。王様がこの二人を殺 して しま うのは

簡単なことで した。 しか し二人 とも、王様の

言いつけを聞いて男の子を殺すことは神様の

みこころに反することを知つていました。神

様のみこころこそ絶対なのです。王様の命令

が神様のみこころと違 う時には、たとえ殺 さ

れても王様に従 うことは出来ないのです。

いまエジプ トに残 るピラミッドやスフィン

クスのことを知 らない人はほとんどいません。

それはエジプ トの王様がどんなに強い力を持

っていたかを教えています。でも、この時代

に神様をおそれる助産婦の人たちがいたこと

は、ピラミッ ドやスフィンクス以上に大切な

ことではないでしょうか。

人間にとつてもつとも大切なことは本当に

おそれるべきものをおそれるとい うことです。

シフラさんとプアさんは、神様をおそれたか

らこそ、神様以外の力がどんなに強 くても、

それに勝つことが出来たのです。神様が与え

て下さつた小さな、大切な命を守ったことで、

二人の したことは聖書に書きとめられて、永

遠に記念 されることにな りました。

どうか皆 さん一人ひ とりも、神様をおそれ

ることで、歴史に残 るようなすばらしい一生

を過 ごしてくれるようにと願います。

(2012年 10月 14日 の家族礼拝の説教より)

牧師 井上 豊
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